
表29 出土遺物観察表 (29) 輸入陶磁器 (1)

出土地 種 類 器  種
法量(mm)

日径 1底径 1器高
調整 紋様 露  胎 胎土色

和   調
外 面 1内 而

産  地 年代 備考

第31図
1421

1422

1423

1424

1425

1426

1427

1428

1429

1430

1481

1432

1433

1434

1435

1436

1437

1438

1439

1440

1441

1442

1443

1444

1445

1446

1447

1448

1449

1450

1451

1452

1453

1454

1455

1456

1457

1458

1459

1460

1461

1462

1463

1464

1465

1466

1467

1468

1469

1470

1471

1472

SA 05

SA 05

SA 05

SA-06

SA 17

SA 17

Ⅲ層

SA 13

Ⅲ層

SD-03

SD-03

SD-04

SD-04

SD-01

SD-02

SK-03

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅲ層

Ⅱ層

皿層

Ⅲ層

Ⅱ層

Ⅲ層

皿層

狙層

(1635)

Ⅲ層

I層

Ⅲ層

Ⅲ層

Ⅲ層

Ⅲ層

皿層

皿層

lll層

皿層

I層

皿層

(1643)

皿層

Ⅲ層

Ⅲ層

巴層

(460)

(763)

I層

I層

(1561〉

Ⅲ層

Ⅲ層

Ⅲ層

青磁

青花

青花

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

自磁

白磁

白磁

青磁

青磁

青磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

白磁

青磁

青磁

青磁

青磁

青磁

青磁

青磁

皿

皿

皿

碗

碗

皿

皿

皿

碗

碗

皿

皿

皿

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗 ?

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

皿

小皿

皿

皿

皿

小皿

小皿

皿

皿

皿

皿

碗

碗

碗

碗か

碗

碗

102

98

121

122

127

161

104

128

81

132

137

160

169

147

135

153

109

121

139

51

73

48

80

68

75

49

43

43

24

碁笥底

碁笥底

口禿げ

口禿げ

奮!花文

董」花文

剣先蓮弁

口禿げ

内面:印花文

内面 :

蛇ノロ釉剥ぎ

外底 :墨書

剣先蓮弁

内面:劃花文

外底

外面下半

口縁内部

外底 !明茶

外面下半

口唇部

外面下半

外底

外底

外底

外底 :淡黄

外底

外面下半:白

外底

畳付き

畳付き :白

外底 :淡責

外底 :淡黄灰

淡灰

白

白

淡灰白

白

白

乳白

白

乳白

淡灰白

淡灰白

白

白

淡灰

淡灰白

淡灰

淡灰白

白

乳白

白

淡灰白

乳白

白

白

白

白

白

淡灰

淡灰～淡灰自

淡黄白

淡灰白

白～淡責

白

乳白

淡灰白

淡灰

淡黄白

乳白

淡灰白

乳白

淡黄白

白

白

白

淡責白

淡灰～淡灰自

淡灰

淡灰

淡灰

淡灰

淡灰

淡灰

オリーブ

淡紺

紺

乳白

乳白

乳白

白

乳白

乳白

淡オリーブ灰

乳白

乳自

乳白

淡オリーブ灰

オリーブ灰

淡オリーブ

乳白

乳白

乳白

乳白

乳白

乳白

乳白

乳白

白

乳白

乳白

乳白

乳白

乳白

乳白

乳白

乳白

透明

白

淡緑白

乳白

乳白

乳白

乳白

白

乳白

乳白

淡オリーブ

淡オリーブ

オリーブ灰

オリーブ

オリープ

オリーブ

淡オリーブ灰

オリーブ

淡紺

紺

乳白

乳白

乳白

白

乳白

乳白

淡オリーブ灰

乳白

乳白

乳白

淡オリーブ灰

オリープ灰

淡オリーブ

乳白

乳白

乳白

乳白

乳白

乳白

乳白

乳白

白

乳白

乳白

乳白

乳白

乳白

乳白

乳白

乳白

乳白

乳白

透明

白

淡緑白

乳白

乳白

乳自

乳白

白

乳白

乳白

淡オリーブ

淡オリーブ

オリーブ灰

オリーブ

オリーブ

オリープ

淡オリーブ灰

龍泉窯

景徳鎮

景徳鎮

中国

中国

中国

中国

景徳鎮

中国

中国

中国か

景徳鎮

中国

龍泉窯 ?

龍泉窯

龍泉窯

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

中国

景徳鎮

中国

中国

景徳鎮

景徳鎮

中国

龍泉窯

龍泉窯

龍泉窯

中国

龍泉窯

龍泉窯

龍泉窯

12´-13C

16C前～中

16C前 ～中

混入、12～ 13C

混入、12～ 13C

rFL入 、13C後 ～ 14
C中

12～ 13C

16C

12～ 13C

12々ヤ13C

16C後～17C前

16C

13C後～14C中

14～ 15C

14～ 15C

14～ 15C

12～ 13C

12～ 13C

12～ 14C前

13C後～14C中

12-ヤ 13C

12～ 14C前

12～ 13C

12～ 13C

12～ 13C

12～ 13C

12～ 13C

12～ 14C前

12～ 13C

12～ 14C前

12～ 13C

12～ 13C

12～ 13C

12～ 14C前

12´-14C

12～ 14C

15C

12～ 13C

12～ 14C南

16C

15C

12～ 14C前

16C

16C

13～ 14C南 か

14～ 15C

14C中～15C初

15C後～16C前

14～ 15C

12～ 13C

と4C後～15C中

12～ 13C

―- 23ユ  ーー



表30 出土遺物観察表 (30) 輸入陶磁器 (2) 近世国産陶磁器

出土地 種  類 器  種
法量 (mm)

口径 1底径 1器高
調整 紋様 露  胎 胎土色

釉   調
外 面 1内 面

産  地 年代・備考

1私73

1474

1475

1476

1477

1478

1479

1480

1481

1482

1483

1484

1485

1486

1487

1488

1489

1490

1491

1492

1493

1494

1495

1496

1497

1498

1499

1500

Ⅲ層

Ⅲ層

(794〉

SA 15周辺
中世PP
Ⅲ層

(1462〉

I層

皿層

Ⅲ層

Ⅲ層

Ⅲ層

Ill層

Ⅲ層

中世 PP

Ⅲ層

Ⅱ・ Ⅲ層

Π層

1層

SA 13

Ⅲ層

Ⅲ層

Ⅲ層

Va層 上面

Ⅲ層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅲ層

Ⅲ層

青磁

青磁

青磁

青磁

青白磁

青磁

青磁

青磁

青花

青花

青花

青花

青花

青花

青花

青花

青花

黒釉陶器

柴付

陶器

陶器

青磁

染付

染付

染付

染付

染付

染付

稜花型皿

碗

碗

碗

合子蓋

碗か

碗

碗

碗

碗

碗

碗

碗

皿

皿

皿

小杯

壷か

鉢

甕

皿

皿

皿

碗

碗か鉢

蓋物

蓋物

碗

一　

　

一　

　

一　

　

一
　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一
　

‐４９

　

一　

　

一　

　

一
　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一
　

５６

　

一　

　

一
　

　

一　

　

一　

　

一
　

　

一　

　

一　

　

一　

　

一
　

　

一　

　

一

一

一

一

一

一

４５

６５

４６

一

一

一

一

一

観

３４

３‐

一

一

一

一

４９

一

７８

一

一

一

一

一

見込印花

劃花文

劃花文

内面 :

玉取獅子

碁笥底、外面:権樹
文、内面:蕉葉文

碁笥底

壮丹唐草文

外底

外底 :淡茶褐

外底

畳付き

畳付き!黄褐

畳付き

口縁部

口縁部

淡灰

淡褐

淡灰

淡灰

白

淡灰白

灰褐

淡灰～淡灰黄

白

白

自

白

白

白

白

乳白

白

淡紫褐

白

暗灰

淡灰褐

白

白

白

白

乳白

白

白

淡オリーブ

オリーブ

淡緑黄

淡オリーブ灰

淡青緑白

淡緑青

淡オリープ灰

暗オリーブ灰

紺～淡紺

紺～淡紺

紺

紺・乳白

紺～青

黒青～淡紺

紺・淡紺

淡紺

紺

黒褐

紺

暗茶褐

無釉 :暗褐

淡オリーブ

紺

透明

紺

紺

紺

透明

淡オリーブ

オリーブ

淡緑責

淡オリープ灰

淡青緑白

淡緑青

淡オリープ灰

暗オリープ灰

紺～淡紺

紺～淡紺

紺

紺・乳白

紺～青

黒青～淡紺

紺・淡紺

淡紺

紺

黒、
茶灰まだら

紺

暗茶褐

淡灰褐

淡オリープ

紺

透明

紺

紺

乳白

透明

龍泉窯

龍泉窯

龍泉窯

龍泉窯

中国

龍泉窯

龍泉窯

龍泉窯

景徳鎮

景徳鎮

景徳鎮

福建広東系

景徳鎮

景徳鎮

景徳鎮

景徳鎮

景徳鎮

中国～タイ

肥前

薩摩

唐津系

肥前

肥前

肥前系

肥前

肥前系

肥前系

肥前系

15～ 16c

14C末 ～15C中

14～ 15C

14～ 15C

12～ 13C

12～ 13C

14C後 ～15C中

14C後 ～15C中

15C末 ～16C中

被熱
15C後 ～16C前

16C後 半

16C後 ～17C初

15c末～16C中

16C前 ～中

15C末 ～16C中

15C末 ～16C中

16C後 ～17C初

14C～ 16Cか

混入
1650～ 70年代
淡黄自自然釉
17 C rt

内外面 :目 積痕、底
:糸切 り、ユ7C前
日唇 :辰砂、(茶褐～
赤褐)、 1630～ 40年代

鉄分やや多い
17C中

18C末 ～19C前

17C末 ～18C初

18C後

18C後

18C後 ～1810年代
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表31 出土遺物観察表 (31) 石器・石製品 (1)

出土地 器  種
法量(mm:

長さ 1幅 | 厚 さ

さ

，

重

ぐ
９
石  材 備考

1501

1502

1503

1504

1505

1506

1507

1508

1509

1510

1511

1512

1513

1514

1515

1516

1517

1518

1519

1520

1521

1522

1523

1524

1525

1526

1527

1528

1529

1530

SK-03

(1041)

SA 06

皿層

SA-02

Ⅱ～Ⅳa層

SK-06
SK-03
下層

SA 06

Ⅳa層

Ⅲ層

Ⅲ層

Ⅲ層

SA-02

SA-06

SA-09

SD-05

Ⅲ層

SA-22

SA 01

Ⅲ層

Ⅲ層

Ⅱ層

SK-03

SA-15

SA ll

Ⅲ層

Ⅳ層

Ⅲ層

Ⅲ層

(1257〉

Ⅲ層

SA-02

SA 02

SA 22

Ⅱ層

SD 05

Ⅲ層

(1311〉

SD-05

(691〉

Ⅲ層

Ⅲ層

Ⅲ層

SD-04

SD-04

SA 15

SA-02

SK-06

(281)

排土

SD-02

|

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃未製品

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃

石鏃未製品

石鏃未製品

石鏃未rA品

石鏃未製品

石錐か ?

石錐

石錐

石匙

石匙

石斧刃部片

石斧片再
加工 ?

石斧片再
力日三E

石斧片

スクレイ

ス クレイ

スクレイ

スクレイ

狭 り入 り
石器

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘

I

14

15

21

19

17

17

22

20

19

18

(14)

19

19

19

21

20

22

28

(19)

(15)

(14)

(15)

(13)

(17)

(17)

(23)

(24)

(20)

28

22

21

19

21

22

23

22

39

43

33

36

36

(45)

31

31

55

44

62

28

30

29

27

30

15

17

16

(15)

16

(14)

15

15

15

(12)

13

15

(11)

(12)

(15)

17

(14)

17

12

17

19

(13)

15

(14)

(19)

(20)

(16)

(14)

17

20

19

(14)

18

16

14

16

16

(48)

(42)

42

43

36

47

66

76

51

29

32

33

(34)

33

34

4

3

3

5

4

3

3

3

5

3

3

3

4

3

3

3

4

5

3

4

3

4

3

4

4

4

3

4

4

6

6

4

6

4

8

7

6

6

5

9

7

13

10

13

13

7

8

10

8

8

10

9

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

1

2

2

3

14

10

17

12

32

17

24

43

19

15

12

12

10

12

12

黒曜石

黒曜石

黒曜石

チ ャー ト

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

チ ャー ト

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒日程石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

黒曜石

チ ャー ト

硬砂岩 ?

硬砂岩 ?

不明

蛇紋岩

安 山岩

安 山岩

凝灰質珪岩

黒色頁岩

砂岩

砂質頁岩

粘板岩

緑色片岩系

砂岩系

緑色片岩

切目

切目

切目

切目

切目

出土地 器  種
法量 (mm)

長さ 1幅 1厚 さ
重さ

(9)
石 材 備考

1553

1554

1555

1556

1557

1558

1559

1560

1561

1562

1563

1564

1565

1566

1567

第85図
1568

1569

1570

1571

1572

1573

1574

1575

1576

1577

1578

1579

1580

1581

1582

第86図
1583

1584

1585

1586

1587

1588

1589

1590

1591

1592

1593

1594

1595

1596

1597

第87図
1598

1599

1600

1601

1602

1603

1604

SA-02

SA-15

皿層

SA-02

SA-02

排土

SA-04

SD-03

排土

SA-02

皿層

Ⅲ層

Ⅲ層

Ⅲ層

lll層

SA-02

Ⅲ層

Ⅲ層

SA-02

SA-02

SD-03

SA 02

Ⅲ層

皿層

Ⅲ層

SA-06

Ⅱ層

SD-04

SA-01

皿層

Ⅲ層

SK-03

(691〉

Ⅲ層

Ⅱ層

Ⅱ層

表採

SD-05

Ⅲ層

(1829〉

I層

EI Ⅳa層

表採

表採

表採

SA 13

Ⅲ層

SA-06

Ⅲ層

排土

SD-04

Ⅲ層

石錘

石錘

石錘

石 fE

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘 ?

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘

石錘

石斧転用
刃器

扁平打製
石斧

扁平打梨
石斧

石斧

石斧

石斧未製品

石斧

石斧

石斧

石斧

石斧

石斧

石斧

石斧転用
刀器

石斧転用
刃器
円形打製
石器 ?

円形 |「製
石器
円形打製
石器

刃器

石斧転用
す り石

す り石

石斧転用
す り石

34

31

39

36

42

40

39

44

41

48

45

28

62

68

43

39

46

44

42

38

53

65

68

64

82

71

74

95

91

108

(60)

(71)

(61)

(73)

(102)

122

(72)

108

79

(61)

(92)

(61)

(114)

(74)

114

69

83

(77)

72

87

114

97

44

38

38

40

44

43

42

47

45

48

48

35

66

75

49

43

41

45

49

55

69

78

59

55

48

32

42

54

55

50

47

48

54

57

66

53

63

50

40

(48)

58

49

71

57

57

(69)

81

(35)

70

49

86

51

12

7

14

9

16

13

11

16

19

14

16

10

14

23

10

16

10

8

18

12

19

15

14

17

13

21

12

19

13

20

26

12

21

29

27

26

28

34

21

42

16

33

38

33

37

13

17

11

20

33

46

39

23

15

28

17

36

32

22

46

52

35

51

15

88

150

29

88

21

24

41

32

103

118

58

76

79

73

51

144

93

150

95

59

87

162

356

195

177

292

92

183

118

148

360

258

370

75

178

33

110

233

700

298

頁岩系

緑色片岩?

緑色片岩

緑色粘板者

頁岩系

粘板岩

頁岩

粘板岩

粘板岩

頁岩系

緑色片岩

黒色頁岩

緑色片岩

頁岩

緑色片岩

溶結凝灰岩

緑色片岩

緑色片岩

頁岩 ?

粘板岩

緑色凝灰
質砂岩

緑色粘板岩

緑色片者

緑色片岩

緑色片岩

緑色片岩

頁岩

砂質頁岩

頁岩系

緑色片岩系

硬砂岩

輝石安山岩

砂岩

蛇紋岩

硬砂岩

安山岩

砂岩

硬砂岩

硬砂岩系?

硬砂岩

蛇紋岩

硬砂岩 ?

砂岩

硬砂岩 ?

硬砂岩

石英

溶結凝灰岩

溶結凝灰
岩 ?

不明

硬砂岩

砂岩

硬砂岩 ?

切目

切目

切目

切目

切目

切 目

切 目

切 目

切 目

切目

切 目

打欠

中央 :紐
ズレ痕
両面中央:
社ズレ痕

打欠

打欠

切 目

ヤ丁欠

打欠 紐
ズレ痕

打欠

打欠

打欠

打欠

打欠

切 目

打欠

打欠

打欠

打欠

打欠

両面縁
辺加工
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表32 出土遺物観察表 (32)石器・石製品 (2)

出土 地 器  種
法量 (mm)

長 さ | 1厚 さ

重さ
(9) 石 材 備考

凶５
６
　
７
　
８
図
９
　
０
　
１
　
２
　
３
　
４
　
５
　
６
　
７
　
８
　
‐９
咽
２０
２‐
　
２２
　
２３
　
２４
　
２５
　
２６
　
２７
咽
２８
２９
　
３０
　
３‐
　
３２

Ⅲ層

Ⅲ層

SA-07

1層

SD 05

SA 15

Ⅲ層

排土

排土

Ⅲ層

SA-02

Ⅱ層

Ⅲ層

排土

Ⅲ層

SD-04

Ⅱ層

Ⅲ層

皿層

Ⅲ層

皿層

SD-05

1層

表採

Ⅱ層

SA 15

Ⅲ層

皿層

すり石

すり石 ?

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

すり石

敲き石

石斧転用
敲き石
石斧転用

79

61

107

(112)

(59)

102

(74)

(67)

104

(83)

56

(51)

86

(59)

137

84

(63)

93

(84)

114

122

124

(48)

92

112

65

82

(84)

83

59

81

118

96

122

101

103

99

107

54

(89)

73

97

66

85

93

101

87

92

109

103

(109)

107

102

61

55

52

42

24

56

73

65

48

54

53

52

51

34

57

41

50

57

54

50

48

49

58

57

40

61

41

51

57

40

35

328

126

690

1810

575

740

605

435

695

634

128

296

310

430

710

460

487

579

515

915

1010

790

370

720

930

296

322

243

i容結砂岩?

溶結粗細
粒砂岩 ?

溶結凝灰
岩 ?

溶結凝灰
岩 ?

粗粒砂岩?

凝灰質砂岩

溶結凝灰
岩 ?

溶結粗細
粒砂岩

溶結凝灰岩

溶結凝灰
岩 ?

溶結粗細
粒砂岩

閃緑岩

溶結凝灰岩

溶結凝灰
岩 ?

溶結砂岩

溶結粗細
粒砂岩 ?

溶結疑灰
岩 ?

溶結粗砂者

砂岩

粗粒砂岩

溶結凝灰者

粗粒砂岩 ?

粗粒砂岩?

溶箱粗細
粒砂岩

粗細粒砂岩

石英

硬質細粒
砂岩 ?

硬砂岩

出土地 器 種
長 さ

量(mm)

幅 1厚 さ

重さ
(9)

石  材 備考

1633

1634

1635

1636

1637

1638

1639

第91図
1640

1641

1642

1643

1644

1645

1646

1647

1648

1649

第92図
ユ650

1651

1652

1653

1654

第93図
1655

1656

1657

1658

1659

1660

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅲ層

Ⅲ層

Ⅱ層

SK-03

SK 08

SD-01

Ⅲ層

(393)

Ⅲ層

PP

Ⅲ層

皿層

(156〉

皿層

Ⅲ層

I層

SA 01

SA ll

SA-12

Ⅲ層

SD 04

SA 01

SK 10

SD 05

SA 06

SD-04

敲 き石

敲 き石

石包丁未
製品

砥石

砥石

砥石

砥石

砥石

砥石

砥石

砥石

石鍋

滑石製品

温石 ?

石鍋

台石

台石

石皿

台石

台石

台石

台石

石皿

台石

石皿

石皿

台石

台石

80

(52)

(60)

(83)

87

(77)

69

299

(112)

132

(32)

241

(25)

117

(313)

291

316

324

330

213

187

311

227

315

316

342

217

78

73

38

60

42

(14)

(74)

121

75

47

(24)

(16)

59

(310)

363

310

332

376

151

81

304

283

313

(220)

374

337

28

58

9

15

25

8

(69)

45

55

24

8

6

21

121

93

141

100

99

69

32

100

82

115

41

72

88

２７０

２２４

２‐

１５０

・５０

Ю

３９６

‐９８０

７５９

３２２

‐３

一

４

‐８〇

一

一
　

一

一
　

一
　

一

一

５８〇

一

一
　

一

一

一

一

石英

溶結凝灰岩

緑色片岩

砂岩

砂岩

砂質粘板岩

硬砂岩 ?

砂岩

硬砂岩

砂岩

細粒砂岩

滑石

滑石

滑石

滑石

溶結凝灰岩

溶結凝灰岩

溶結凝灰岩

溶結凝灰岩

溶結凝灰岩

谷結凝灰岩

溶結凝灰岩

溶結凝灰岩

溶結凝灰岩

溶結凝灰岩

溶結凝灰岩

溶結凝灰岩

溶結凝灰岩

4面使用

第 6節  まとめ
土壌堆積が安定して居住に適した縄文時代後期、竪穴住居を欠くものの、土坑などを伴う集落が営
まれる。背後の霧島山系での狩猟や河川での漁粉を営む生業で、長期の定住をしなかったようである。

古墳時代中期～後期、竪穴住居群は数回の建て替えをしている。住居は弧状に配置したようで、

居住区の東側に片寄る。覆土から若干の土師器等が出土したが、原位置を保つている良好な一括賓

料といったものは皆無に等しく、さらには耕作によって撹乱が著しいことから、先後関係も不明瞭
であったことは残念であった。

7～ 9世紀前半は、市内諸遺跡と同様に断絶する。
元禄 6年 (1693)に 改築された弁財天社の梁文には、性空上人 (910～ 1007)が水不足救済のた
めに地面に楊枝を刺すと清水が湧き出た由の伝承がある。これは前章掲載の弁財天遺跡の南西部の水
源のことであるが、当水源は下流の西長江浦～灰塚 。大溝原・永山地区123町歩の田国を潅漑している。

馬場田遺跡で検出した箱掘りの05号溝は 9世紀後半の掘削と推定され、この頃すでに灌漑が始まった
ようであるが、上記伝承との年代差が殆ど無いことは注目され、灌漑起源の伝承とも受け取れる。

集落は中世末まで継続し、近世以降は山際～丘陵へ移転して耕地が拡大されたと思われる。

註

(1)え びの市教育委員会 1997 『田代地区遺跡群上田代遺跡・松山遺跡・竹之内遺跡 ,妙見原遺跡』 えびの
市埋蔵文化財調査報告書第20集
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第 6章 水流遺跡

第 1節 はじめに

水流遺跡は、えびの市大字西長江浦字水流に位置した、標高247mの氾濫原に立地する。馬場田

遺跡から南東へ200m程の微高地端部にあたり、試掘調査で突帯文土器等が出上したことから、平

坦面5,000m2を調査対象とした。

調査区は便宜的に5区に分け、 I～ V区 とした。

第 2節 基本的層序

層序は前掲遺跡に準じ、Ⅱ層は近世以降、Ⅲ層は黒灰色土系の中世、Ⅳa層 は黄褐色微砂質土と

した。Ⅲ層は開墾による削平が著しく、V区では前面削失、他は10～ 20cm遺存していた。Ⅳa層は10

～20cmの厚さで、遺物も殆ど含まない。Ⅳb層以下は、旧河川による氾濫堆積で、人頭大～径 lm
前後の巨礫を大量に含む砂質上である。

Ⅳa層が堆積すると安定した面になり、遺構面になる。
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石可 巨
上/々三,イ 1

ユI~了指耳

卜|＼け＼れ
ICセ

イ江
>ア

1与,ゴ

=
＼ w｀ y メ 焦  い＼
だ泣平【ど`

山 1//オ 浜
r /石 |

wi  ′オニ汁丁/

l il

レイ
オ

/A  ‖
11｀

II｀ヽ  
一
有   ヽ

ltとりlμ
I耳

|｀｀
勤 ‖I II

第 1図
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第 3節 縄文～弥生時代の調査

遺構は発見されなかったが、縄文時代晩期の粗製深鉢 (第 6図 -1・ 2)や黒色磨研 (4)。 突

帯文土器 (5～ 9)な どが出土し、突帯文期に集落が氾濫原付近に移動してきたことを推測させる。

弥生土器は少ないが、石包丁の破片と思われる石器 (34)が出土している。

第 4節 古代～中世

Ⅳ区 (第 2図)において、Ⅲ層を覆土とする土坑 1基 (SK-01)、 溝状遺構 1条 (SD-01)、 柱

穴100イ固あまりを検出した。柱穴は、直径20～ 70cm・ 深さ10～ 20cmで浅いものが多く、北東寄りに

密集する。 2間～ 3間のやや東向きの建物数棟がありそうであるが、復元は困難である。

SK-01(第 4図 )

直径 2m内外の不整円形を呈し、深さ20～ 40cmの上坑である。底面には礫が露呈する。機能は不

明、出土遺物は無い。

SD-01

Y=-16980

浄 -109240

0          5m
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⑥
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第 2図 Ⅳ区 遺構分布図
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0      1m

一

第 4図  Ⅳ区 SK-01

幅50～ 90cm、 深さは13～ 22cmの 溝状遺構で、南から北北東へ流れる。

遺構に伴う遺物は稀であるが、 9世紀代のlTh(24～ 27)や 12～ 13世紀の国産陶器 (28・ 29)、 白

磁 (第 7図 -35)、 青磁 (36～ 38)、 青花 (39～ 42)も 出土しており、中世末まで小規模な集落が営

まれていたと推定される。

遺構実測図

第 5節 近世以降

集落は廃絶し、生産地へと転換する。

遺構は水田畦畔と水路に限られ、水田面造成と上砂

流失防止のための石垣築造によつて、広い水田面が確

保される。

石列畦畔や石垣の築造年代は判然としないが、17～

18世紀の陶磁器類 (45～ 52)力S出土しており、現代に

至るまで水田が営まれていたと思われる。

第 6節 まとめ

当遺跡は氾濫原に隣接し、基底面には巨礫を多く含

む土石流が堆積しており、居住にはあまり適さなかっ

た地であったようである。

縄文時代晩期 (弥生時代早期)の突帯

文土器の出土は、近辺に当該期の集落や

水稲もしくは陸稲の耕作地が包蔵してい

たかもしれないが、未発見に終わった。

7～ 9世紀前半は断絶し、その後、中

世末まで集落が営まれるのは他遺跡と同

様である。ただ当遺跡の建物は限られた

範囲でしか検出されず、居住区以外はす

でに耕地化していたのかもしれない。具

体的に水田関連の遺構 (石垣など)が現

れるのは近世以降と推定される。

調査区の北北東に位置する民家の一角

には「山の神」祭祀堂があり、御神体は

江戸後期の柄鏡である。左横には 5世紀

代と思われる獣形鏡 1面 (第 7図―D)

と「光長作」銘の江戸後期の松竹梅鶴亀

‐

ｒ
ｌ
憔
τ
ぶ
ｄ
子
ノ
向
―

―- 238 -―



に7軽誹T縛プⅧ勒 解絲

飲

詐
5

ガ

及

ヽ ____I三 正三三色牝 2     蒙

く

ゥ

皮

義籐
∈薯ぽⅢ咀」rゴ

10

測 鋪 ア

(事

｀
こ`こと::ことこ::::::::::´
″
17

百る房

〃
"

【`______tIIII:1' 24                            5 26

霧
　
ガ
２８

沖

施

ρ 成
|    |

兇惰 0            10Cm

縄文・弥生土器・土師器・中世国産陶器、石器

―- 239 -一

∩

蠅

≪ 三 )33



文鏡 1面を奉納した小祠があり、右横の木箱には十字轡 1点 (C)、 黒漆塗り木製鞍、鹿角製面懸

1対 (A・ B)、 鉄製武器模造品 (三又鉾・鐸)が無造作に置いてある。

獣形鏡は直径8.5cm、 厚さ2 Hlm前後、重さ86gである。鋳上がりが悪く、文様が不鮮明である。外

区には赤色顔料の痕跡があり、墳墓から出上した可能性が高い
(1上
鹿角製面懸は、長さ23.3cmの鹿

角に、 2条と4条の線彫を格子目にしたり、直径2.5～ 5 Hlmの円文を輪花状に配置した文様を施し、

中央部に2孔と両端部合計 4孔が穿たれている。これらの殆どは、江戸後期の一括祭祀具と推定さ

れる。

当地点において、古墳時代の墳墓があったと考えられないため、所有者もしくはその縁者が、下

流の墳墓群の中での開墾中に出土したものか松竹梅鶴亀文鏡や柄鏡と同時に入手 (出土地不明のま

39

刊 班

覇 7

麗な 而爾更乳肌考
41                                                                     ~

班  
一
〇fl

0           10cm

輸入陶磁器・近世国産陶磁器
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第 7図 調査区出土遺物実測図 (2)



0 10cm

血◎,の

第 8図 山の神 祭祀具 実測図
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註
　
ω

ま)し た可能性がある。

柳沢一男先生の御教示による。

表 1 出土遺物観察表 (1) 土器

表2 出土遺物観察表 (2) 土器

出土地 種  類 器  種
法 量 (mm)

口径 1底径 1器高

整調

外  面 I 内 面
胎   土 焼  成

色     調

外  面 1 内 面
備考

第 6図
I

2

3

4

5

6

7

8

9

Ⅱ層

V区 Ⅱ 皿層

V tt I層

Ⅱ区

Ⅳ区 Ⅱ層

Ⅳ区

V tt I層

V tt I層

V区 Ⅱ層

V tt I層

V tt I層

Ⅳ区

Ⅳ区

Ⅳ区

Ⅱ区

Ⅳ区

Ⅱ区

Ⅲ区

Ⅳ区 Ⅱ層

Ⅱ区

Ⅱ区

V区 Ⅱ・ Ⅱ層

Ⅲ区

皿区

V区

Ⅳ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅳ区

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

縄文土器

弥生土器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

土師器

陶器

陶器

軟質陶器

土師質土器

深鉢

深鉢

鉢

鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

深鉢

壼

壺

甕

奏

鉢 ?

鉢

葵

甕

菱

杯

杯

杯

杯

杯

小壼

重、甕類

火鉢

焙烙

126

一

　

一

一

一

一

　

一

一

一

一

‐１３

一

９２

一

５８

一

　

一

一

　

一

一

一

　

一

一

　

一

４８

５７

６８

６２

一

一

一

一

ナデ

条痕

丁寧ミガキ

ミガキ

半ミガキ

エ具ナデ

条痕

工具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

エ具ナデ
～粗ナデ

ナデ

ハケ

ハケ

ナデ

ミガキ状

ミガキ

ハケ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

工具ナデ

条痕

半ミガキ

ミガキ

ミガキ

エ具ナデ

条痕状

工具ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

エ具ナデ

ハケ

ナデ

ハケ～ナデ

ナデ

ミガキ

ナデ

ハケ

ハケ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

ナデ

微砂少量

良

良

史

良

微砂少量

良

微砂少量

角閃石少量

角閃石少畳
微砂少量

角閃石少量

微細砂少量

町鞘驚暑】塞き
｀

微砂少量

良

微砂多量

微細砂少量

良

良

微砂多量

微細砂少畳

微砂少量

良

良

良

良

微砂茶掲色粒
少量

微砂少量

微細砂少量

微砂少量

精史

良

良

良好

良

ややあまい

良

ややあまい

ややあまい

良

良

史

良

良

良

良

良

良

良

ややあまい

ミ

ややあまい

良

史

良

良

良

良

良好

堅緻

良好

良

掲～褐灰

淡黄褐

黒褐

淡黒褐

暗茶褐

褐～責褐

淡橙黄

淡責褐

褐～褐灰

茶褐一淡黄褐

黄褐

淡黄褐～褐

淡黄褐

桃掲～黄褐

淡褐～淡橙

淡茶褐～淡黄

淡黄褐～褐

淡黄褐

黄褐～淡橙褐

淡灰褐一灰褐

暗茶褐

橙褐

淡橙褐

淡黄褐

淡褐

淡責～淡灰黄

黄褐

淡灰

淡灰褐

暗灰褐～淡茶灰

茶掲

淡橙黄～淡茶灰

淡責

黒褐

淡黒褐

淡黄白

淡灰～淡責掲

淡灰黄

淡黄

淡黄

淡黒灰～淡黄褐

淡灰褐

褐～仄褐

央責灰～淡灰捷

淡仄～灰

淡灰黄～暗茶褐

淡橙黄～淡茶褐

褐～淡茶褐

淡褐～灰褐

淡黄褐

暗灰掲

淡褐

灰～淡黒灰

淡黄褐

淡黄褐

淡褐

淡黄～淡灰黄

責褐～茶褐

淡赤褐

橙褐

暗灰褐～淡茶灰

淡褐

ややひずみ

外底 :ヘ ラ
切 り

外底 :ヘ ラ
切 り

外面:自然釉?
被熱

外面 :ス タ
ンブ文

把手

No 出土地 器 種
法 量 (mm)
長さ 1幅 1厚 さ

重 さ

9
石  材 備 考
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表 3 出土遺物観察表 (3) 輸入陶磁器・国産陶磁器

No 出土地 種 類 器  種
法 量 (mm)

口径 1底径 1器高
調整 紋様 露 胎 胎土色

釉   調
外 面 1内 面

産  地 年代・備考

図７

３５

第

41

Ⅱ区

Ⅳ区 Ⅱ層

Ⅳ区

Ⅱ層

Ⅳ区

V区 Ⅱ層

I区

V区 Ⅱ層

Ⅳ区

Ⅱ区

Ⅳ区 と層

I区

Ⅱ区

Ⅱ区

Ⅳ区

Ⅱ区

I区

Ⅱ区

白磁

青磁

青磁

青磁

青磁

青花

青花

青花

染付

陶器

陶器

柴付

陶器

柴付

銅緑釉陶器

陶器

陶器

青磁

碗

端反 り碗

碗

碗

皿

碗

皿

碗

皿
円形加工品

天 目茶碗

皿

皿

鉄絵皿

皿

皿

壺類

重、甕類

皿

174

157

149

118

146

300

65

52

一

６９

一

４８

６７

‐２‐

ｍ

一

一

一

会」先蓮弁

剣先進弁

十年花文

外面下半 :

淡灰泊

外面下半

畳付 き

口縁部 :

紫褐～暗赤褐

乳白

淡灰

1炎灰

白

淡灰褐

白

白

乳白

白

濁白

茶掲

淡褐

橙褐～茶褐

白

淡灰褐

聯
暗紫褐

乳白

乳白

淡オリーブ灰

オリーブ灰

オリー刀天

淡オリーブ灰

紺

紺

紺

紺

暗茶褐

乳白

黒掲～暗茶掲

乳白

透明

青緑

黒褐

茶灰～暗茶褐

オリーブ灰

乳白

淡オリーブ灰

オリーブ灰

オリープ灰

淡オリーブ灰

紺

紺

紺

紺

暗茶褐

乳白

紺・透明

鉄絵は黒褐

透明

青緑

黒掲

茶灰～暗茶褐

オリーブ灰

中国

龍泉窯

龍泉窯

龍泉窯

龍泉窯

景徳鎮

景徳鎮

福建

肥前

瀬戸美濃

肥前

肥前

唐津

月巴前

肥前

薩摩

肥前

肥前

12～ 13C

14C後 -15C中

15C中～16C初

15C中～16C初

14C後～15C中

15C後

16C前～中

16C後～17C初

未製品 ?

16C代

17C前

17C前
外面 :鉄粕

1590～ 1610年代

1650～ 1660年代

1630～ 60年代

17C前

17C後以降

16C後 ～ 17C
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第 7章 役所田遺跡



第 7章 役所田遺跡

第 1節 はじめに

役所田遺跡は、えびの市大字西長江浦字役所田に位置した、標高238mの微高地に立地する。こ

の微高地は、西～北西部と南部 (小路下遺跡との中間)の谷で挟まれた、南北90m。 東西約150m

の広さと推定される。明治時代までは周辺農家の収穫米を集めた倉庫群があったらしく、地名の由

来を物語る。東の低地では近代に至るまで氾濫が繰り返されていたようで、砂と粘土の互層が堆積

している。微高地の北東部にある民家の南西部の畑には、縄文時代後晩期の上器が多数散布してい

た。

発掘調査は当初は550m2(I区 の東側 2/3)を 対象としたが、膨大な遺物が表土直下から出土

することから西へ270ポほど拡張した。また、北側の状況を確認するための試掘調査を行なったが (Ⅱ

区)、 表土下すぐに遺物包含層に当たり、その上面で止めた。
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第 2節 基本的層序

層序は既掲遺跡に順ずるが、Ⅲ層が細分される。Ⅲa層 は弥生時代中期～古墳時代、Ⅲb層 は縄

文後晩期であり、本来は、ma層 の上に古代～中世の黒灰色土、中世後半の茶褐色土が堆積してい

たと思われるが、全て削失している。

遺構面を形成するⅣ層は lm以上堆積しているが、遺物を殆ど含んでいないことから、Ⅳ層の掘

り下げはしていない。

第 3節 弥生時代以降の調査

西側に近接して 3棟の竪穴住居 (SA-02は SK-23の上面で検出)や土娠墓 1基 (SK 01)、 掘

立柱建物跡 1棟ほか柱穴180基あまりを検出した。

SK-01(第 4図 )

長さ1.78m・ 幅0。 78～ 0.87mの長方形を呈し、深さは20～ 24cmを測る。主軸は北向きで、副葬品

は無い。覆土から、縄文土器のほか糸切り底の上師器片が出上しているが、近世の媛墓と思われる。

SB-01

梁行 2間 (3.8m)、 桁行 3間 (5。 8～ 5。 9m)の東西方向の建物である。柱痕跡は確認できなかっ

たが、柱穴の直径は40～ 55cm、 深さ10～ 20cmを測る。

年代を示す遺物は出土していないが、覆土の土質から、近世の遺構と思われる。

PP-01(第 4図 )

長径32cm。 短径25軸の不整楕円形を呈し、深さ32～ 38cmを 測る柱穴である。中位から下位にかけ

て、土師器の甕片が入つていた (第 136図 2569)

SA-01(第 5図 )

柱穴群よりも70cm前後高い面で検出された、1辺3.7m前後の方形住居である。主柱穴は4本と思

われ、直径30cm前後、深さ20～ 30cmを測る。炉跡は無く、西側には縄文時代の土坑 (SK-25)が

東側には中世の上坑 (SK)がある。

出土遺物としては、弥生土器の破片 1点のほか、縄文土器41点などがある。

SA-02

西北端のSK 23の上位で検出した、 1辺3.8m前後の隅丸方形住居で、痕跡程度であった。

覆土から若干の弥生土器等が出土した。
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:暗灰色砂質土
:灰色十暗灰色土

la:暗灰～暗茶灰色土
b:ユ a十Ⅳ層
2a:暗茶灰色十淡黒灰色土
b:淡黒灰色十暗茶灰色土

3a:淡黄灰色微砂質土
b:灰責色上十Ⅳ層プロック
c:暗茶灰色土

Ⅱ :淡灰色十暗茶灰色土
皿' :灰褐色土
Ⅲ al:茶灰色土

a2:淡責褐色十灰褐色土
Ⅳ :淡黄褐色微砂質土
V :砂礫

｀ヽⅣ、l∫

1 :黒灰色土
2a:暗灰色+黄褐色土
b:黒灰色十黄褐色土
3:灰色+淡黄灰色土
4a:灰色～灰責色土

H=237.20M

l:Ⅲ aと 同じ
2:Ⅲ bと 同じ
3:茶掲色～暗褐色土 (Ⅲ b2と 同じ)

la:灰色十淡黄色土
b:黄褐色+暗灰色土

4b:淡黄灰色十灰色土
c:淡黄灰色土
5:淡責褐色砂質土
6:赤褐色十淡灰白色砂質土

SA-01
1:淡茶灰色土
2:Ⅳ層十Ⅲa層 (貼 り床)

/´

イ

/

1:灰色+黄褐色微砂質土
2:灰色土

淡黄灰色土

淡灰色粘質上十淡黄灰色土

淡灰黄色十淡黄褐色土

暗灰色～暗茶灰色+淡責灰色土

α:灰色+淡茶灰色土

Ⅲ bl:ユ aと 同じ
b2:2bと 同じ

1

2

3

41:茶仄色土

D′

H=237.OM

′
．．・
正

:灰褐色土
:1+Ⅳ層粒

第 3図  I区 断面層序図
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H=236 80M

0   10  20  30cm

第 4図  PP-01、 Sて-01 遺構実測図

0                     1m

SA-03(第 5図 )

01号 と02号住居の中間南側で検出した、長軸3.9m。 短軸2.8～ 3.5mの隅丸長方形を呈する。検

出面は貼床上面で、本来の遺構面はШ a2も しくはⅢb層上面であったと思われる。貼床を掘 り下げ

ると、主柱穴 4基を検出した。柱穴は、直径25～ 37cm・ 深さ20～ 32cmを測る。

覆土から、縄文土器のほか弥生土器数点が出土した。

古墳～奈良時代の遺構・遺物は無く断絶するが、 9世紀以降、若干の居住が認められ、白磁や青

磁 。青花が出上している。 SK-23内 において、郭と皿を合わせて90度横転した状態の蔵骨器が出

上しており (図版-16)、 中には焼骨片と炭片が若干入っていた。掘り肩は未確認である。

第 4節 縄文時代

縄文時代後期から晩期にかけて、調査区北接部 (宅地)の高位面に住居が密集、連綿と居住して

いたと思われ、その縁辺にあたる調査区において不用物廃棄坑や溝状の四地・貯蔵穴など大小20基

以上の上坑が検出された。

SZ中01(第 6図 )

調査区の西側で検出された、長径3.6m・ 短径3,3mの不整形な遺構で、 5～ 15cmの深さである。

北側 lヶ所で、直径21～ 24cm・ 深さ12～ 14cmの柱穴を検出。中央部には災化物を含む覆土の、長径

60cm。 短径57cm・ 深さ13～ 15cmの上坑が伴う。

出土遺物は縄文土器が主体で、晩期の竪穴住居の可能性もある。

SK-02(第 7図 )
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9           1           2m

暗茶灰色土+灰褐色粘質土 (貼 り床)
黒灰色土

暗仄色土+淡黄灰色微砂質土
黄褐色+暗灰色微砂質土

１

ア

イ

ウ

第 5図  SA 01・ 03 遺構実測図
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長径1.3mの精円形を呈し、深さは16～ 23cmを測る。底面には直径50cm内外・深さ12～ 15cmの 2

段目の掘 り込みがある。覆土から、縄文土器 (第 18図 -103)な ど10点あまり出上している。

SK-03(図版 9)

直径1.25mの 円形を呈し、深さは12cmを測る。覆土には、若干の後期の土器片がある。

SK-05(第 7図 )

長径2。 24m。 短径 1。 32mの不定楕円形を呈し、最深部の深さ74cmを測る東側 (A)と 、長径2.07m・

短径1.4mの楕円形を呈し、最深部の深さ73cmを測る西側 (B)と の重複で、B土坑が完全に埋没

してのちA土坑が掘り込まれている。

A土坑の底面東側は25度の傾斜であるが、西壁は急角度である。B土坑の西～北側には、幅30～

40cmのテラスが設けられている。

覆土から後期の土器片などが出上しているが、流れ込みである。

//  1::優雹阜捩埋据名歌暑圭
SK-06(第 7図 )

長径94cm。 短径83cmの楕円形

を呈し、断面フラスコ型、底面

の長径は98cm、 短径は93cmを測

る。底面では、後晩期の上器片

が若干出土したが、遺構の機能

を示すものでは無い。

型態的には、貯蔵穴と思われ

る。

SK-12(第 7図 )

直径1.14mの 円形を呈し、深

さは30cmを測る。底面中央には

直径60cm前後、深さ6～ 9 cmの

掘り込みがある。

出土遺物は少なく、後晩期の

土器片が若千流れ込んでいる。

SK-13(第 7図 )

長径1.4m、 短径 1。 lmの楕円

2a:淡黒灰色十茶掲色砂質土
b:茶褐色十淡黒灰色砂質土
3a:淡黄褐色十暗灰色砂質土
b:暗灰色十黄褐色砂質土

la:暗灰色十黄褐色砂質土
b:暗灰色十茶褐色微砂質土
2:黒褐色土+黄褐色砂質土

第 6図 SK ll,SZ-01 遺構実測図
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形を呈し、深さは22～ 30cmを測る。

出土遺物は少なく、後晩期の遺物が若干流れ込んでいる。

SK-15(第 7図 )

土坑 4基が連結しているが、切 り合いは判然としない。南端の土坑が最大で、長径94cm。 短径60cm

前後の楕円形を呈する。深さは13～ 16cmを 測り、他の小土坑もほぼ平坦である。覆土は黒灰色砂質

土で、後期の土器片が流入している。

SK-16(第 8図 )

調査区の中央やや北寄りに位置する土坑で、このあたりから北～西の遺構は、上 (北 )の微高地

から大量の遺物を含んで流れ堆積したⅢ層を掘り下げると遺構が検出される。

当土坑は、長径5,4m・ 短径2。 3mの楕円形を呈し、最深部の深さは1。 14mを測る。南東部には直

径1.8mの浅い円形土坑があるが、別遺構と思われる。

機能を示す遺物は出上していないが、後晩期の土器片が若干出上している。

SK-17(第 8図 )

長径 2m・ 短径 1。 4mの楕円形を呈し、深さは60cmを測る。形状から、 2～ 3基の上坑の複合体

の可能性もある。覆土は数枚に分かれ、ゆっくりと埋没したようである。

SK-18(第 8図 )

SK-17の南に位置した、長径4.2m・ 短径2.4mの不定形な土坑で、最深部の深さは1.Omを測る。

底面には複雑な掘 り込みがあって 7～ 8基の上坑の複合体のようにも見えるが、覆土は一様に埋

まっている。

機能を示すような出土状態の遺物は無いが、後晩期の土器片が若千出土している。

SK-19(第 8図 )

SK-18の南西に接する、長径2.2m前後 。短径0.9～ 1.3mの不整形土坑である。最深部の深さは

60cmを測り、北に向かって傾斜する。

機能を示す遺物は無いが、後晩期の土器片が出上している。

SK-21(第 8図 )

長径3。 48m・ 短径 1～ 1.4mの不整楕円形を呈し、大型土坑の中で唯一、主軸を北向き (地形と

直行する)に とるものである。深さは50cm前後で、底面の北寄りには長径90cm・ 短径62cm・ 深さ24cm

の掘り込みがある。
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SK-06

4

5

6

7

灰色～暗仄色粘質土

暗灰色十黄褐色微砂質土

淡黄褐色十暗灰色微砂質土

6と 同じ

H=236.80M

la:灰色～暗仄色砂質土
b i la十 Ⅳ層ブロック

c:黒灰色十灰色土
2a:暗黄灰色砂質上十黒灰色土
b:淡灰黄色砂質上十暗灰色土
3:淡責灰色砂質土

SK-13

H=237.OM

1:黒灰色砂質土
2:1+黄 褐色砂質土

H=237 0M

茶褐色土

第 7図  SK-02・ 05・ 06。 12・ 13。 15 遺構実測図
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第10図  SK 22・ 23 遺構実測図



覆土に包蔵する遺物は少ない。

SZ-02(第 2図 )

大型土坑群より以前に掘 り凹められた、幅 2～ 7.2m・ 深さ30～ 50cmの溝状を呈する。調査区で

は長さ23mあ まり、18号土坑の東 4mで 1又束する状態を検出したが、西側がどこまで延びるのか、

微高地を囲むのかといった問題は未解決である。

覆土および飽和後の上部包含層から縄文土器だけでも80,000点前後が出土しており、廃棄物処理

の為の掘り込みと思われる。

SK-22(第 10図 )

調査区西端の南側掘り肩が SZ-02の掘り肩と同化 (築造時期が同じ)す る。長径5.6m以上・短

径2.2m前後の、不整円形を呈する。最深部の深さは1.4mを測り、大型土坑の中でも最も深い。

遺構の性格を示す遺物は無いが、後期の上器片等が若干出上している。

SK-23(第 10図 )

22号土坑と対時するように掘削された、長径3.8m・ 短径1.1～ 1,7mの不整楕円形を呈する。最

深部の深さは95cmをはかり、底面は東側が緩やかである。

東部の覆土中位から敲打痕を明瞭に残す台石 1点 (長さ82cm・ 幅28～ 36cm。 厚さ10cm内外)が出

上したほか、若干の後晩期の上器片が出上した。

SK-24(第 9図 )

直径95～ 98cmの円形土坑で、深さは 7～ 8 cmで ある。底面は、南北に傾斜している。

出土遺物は少ないが、黒色磨研土器が数点出土している。

出土遺物

調査区全体での出土遺物は大量で、後晩期の土器片が約83,000点 、石器・石製品が約500点、石核・

剥片 。チップが約6,000点出上している。以下、主要遺物について記述する。

縄文土器 (第 11図～第135図 )

大量の遺物にもかかわらず、接合した遺物は少ない。土器片は主たる遺物約2,500点 の実測をした。

これらは層序的に型式編年は追えないが、後期の市来式 。一湊式 。鐘崎式・三万田式上器や晩期の

天城式・古閑式が多く、旦つ、縁帝部の幅や沈線の数・文様の多寡 (複雑～単純)に よって細分、

机上での型式編年はできるが、層位的には証明できない。加えて、前後・並行する型式の上器が若

千出上している。
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研磨調整の鐘崎式上器の沈線内に赤色顔料を塗布した例も多く、祭祀用土器として搬入した可能

性がある。この他、赤色顔料を塗布する土器は台付皿・台付鉢に多く認められる。

土器片加工円盤 (第 137～ 140図 )

明らかに人為的に打ち欠いて円形に加工した遺物で、約140点出土している。中には例外的に楕

円形を呈するものも2点 (2595。 2661)あ る。側面は、かなり研磨したものから未処理のものまで

様々であるが、製品～未製品の段階過程に相応するものと思われる。

素材の大部分は後期の上器片の胴部であるが、中には口頸部や底部、晩期前半の土器の胴部片も

利用される。最終的には穿子しされて紡錘車になるか、切 り込みを入れて土器片錘になるか、標的に

向けて投げる手玉として使用されたと推定される。

石器 。石製品 (第 141～ 158図 )

打製石鏃の製品は80点余り出土し、後晩期に多い 5角形鏃は35%を 占める。石材は様々であるが

不純物を含む黒曜石は使用されていない。

石錐は25点のうち 1点のみが黒曜石製で、石匙も25点 (未製品も含む)の うち黒曜石製は 2点 し

か無く、石材の選択が明瞭である。

石錘は少なく、網を使用する漁は殆ど行なわれなかったと推定される。

様々な石材の大型剥片や扁平礫は、刃器に使用されている。

石器や剥片類の量に比べると敲き石は少ない。当初から敲き石として使用されたものは石英塊か

棒状の礫に限られ、硬砂岩製の石斧破損品や磨石の側面、磨石破損品などが代用されている。

円形の軽石加工品 (3066)に は、側面に 2条、平面に方斜状に沈線が刻まれており、岩偶の一種

と推定される。3064に は径 4 cm前後の棒を研磨したと推定される凹みがあり、砥石的機能が考えら

れる。また、3065の側面には数条の沈線が刻まれている。

垂飾品 (第 141図 -2725～ 2733)

SZ-02の上位、Ⅲ層から径 2m位の範囲に散布していた。管玉は長さ21～ 29Hlm、 最大径 6 Hlmの

もの 4点 (2730～ 2733)で、全て破損している。緑～暗緑色の蛇紋岩もしくは碧玉製と思われる。

2727は厚めの小玉で、直径 7剛 °厚さ441m強、径 2 mm。 両面穿孔の孔がある。小玉は、径 5。 5Hlm。

厚さ2～ 2,7mmの もの (2725)と 、径6.5mm・ 厚さ1.8～ 2.4nlmの もの (2726)があり、径 2 mm前後・

両面穿孔の孔がある。さらには、復元径10mm。 厚さ3。 7mmの ヒスイ製品 (2728)があり、破損後に

再研磨して先を尖らせている。勾玉 (2729)は碧玉製と思われ、長さ14Hlm・ 幅1lmm。 厚さ2.5nlm前

後で、内径1.2mmの 両面穿孔 1孔がある。これらは晩期の首飾と思われ、破損後に廃棄されたもの

と考えられる。また、2727以外は、鹿児島県加世田市上加世田遺跡出土品に酷似する。

この他、第154図 -3225は 自然礫の有孔部を若干加工した程度のものであるが、孔内面はかなり磨
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